
学校番号（小２５）豊橋市立（牛川小）学校 

令和２年度 学校評価報告書（自己評価書・学校関係者評価書） 
   令和３年２月２２日作成              

中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

自
ら
学
ぶ 

子どもたちが話

し合い，学び合

う授業の推進 

・週２回のトークタイムを充実さ 
せて話し合いの基盤をつくり，授 
業に生かす。 
・教室前面の掲示物を使って，よ 
い話し方や聞き方を意識させる。 

Ｂ 

Ｂ 

９月からの実施となった 
トークタイムの取り組みで， 
話し合うことに関心が高ま 
り，目標値が達成できた。 

Ｂ 

トークタイムの取 
取り組みを通して， 
児童は育ってきてい 
る。 

トークタイムを継続し， 
話すこと・聞くことに慣れ 
させる。また教員間で公開 
することで質の向上に努め 
る。 

学習規律の定着 

・よい姿勢，よい返事を全職員で 
指導する。 
・授業のはじまりの時間を守る。 

Ｂ 
質問が，話し方聞き方に 

重きを置いたものだったた 
め，おおむね目標が達成で 
きた。 

丁寧に粘り強く指  
導することで，基本 
的な学習規律が身に 
ついてきている。 

これだけはしっかり指導  
していくというものを，年 
度当初に決めて，学年だよ 
りなどで発信する。 

ICTの効果的な

活用 

・ＩＣＴのよりよい活用方法につ 
いての研修を行い，授業に取り入 
れる。   

Ａ 

子どもたちは ICT を使っ 
た授業のわかりやすさを評 
価している。全体では，一 
部の学級でタブレットの有 
効な活用も見られた。 

ＩＣＴの活用につ 
いては，正しい使い 
方をしっかり指導し 
たい。 

タブレットを使うことに 
に慣れさせる。また，ICT 
ありきではなく，学びのツ 
ール・支援の一部としての 
認識を再確認して活用する。 

授業力の向上 

・全担任が公開授業を行い，授業 
づくりについての校内研修を充実 
させる。 
・新学習指導要領の新しい学力観 
に基づいた研修を行う。 

Ｂ 
コロナ禍で制限が多い中， 

何とか工夫して授業に取り 
組む姿が伝わり，昨年度に 
比べて達成度が上がった。 

今後も引き続き研 
鑽を積んでいってほ 
しい。 

学びの前提となる読む・ 
書く・計算することを定着 
させる。また，テーマを絞 
った授業研究・公開授業を 
していく。 

豊
か
な
心 

礼儀やルールの

獲得 

・生活委員会を中心としたあいさ 
つ運動を実施する。 Ｃ 

Ｂ 

キャンペーンで，挨拶へ 
の意識が児童・教員共に高 
まり，学校内だけではなく， 
学校外でも挨拶をしている 
子が多くなったが，教職員・ 
保護者は目標値に達してい 
ない。 

Ｂ 

学校だけではなく 
家庭との連携も必要 
である。さらに，大 
人が模範を示すこと 
が大切である。 

挨拶によってもたらすメ 
リットを，トークタイムや 
学活，道徳などで子どもた 
ち自身で考える場を設定す 
る。 

・学級活動や道徳で，ルールやマ 
ナーを意識できる授業を行う。（月 
の生活目標など） 

Ｂ 

実態に合わせ，毎月生活 
目標を掲げたり，委員会を 
中心に，キャンペーンを行 
ったり，学校保健委員会で 
取り上げたりした成果だと 
考えられる。 

 委員会活動を通し 
て，児童が自分たち 
の課題として意識を 
高めてくれるとよい。 

時間を守る，廊下は右側 
を歩く，トイレのスリッパ 
をそろえるなど，意識でき 
る取り組みを，委員会と協 
力をして考える。 

本好きな子の育

成 

・学年ごとに年間目標冊数を設定
し，子どもたちの読書への関心，意
欲を高める。 
・ブックウォークを活用して学校
での読書の状況を家庭へ伝え，保護
者の協力を得る。 

Ｂ 

学校でも家庭でも，外に 
出られないこともあり，本 
を読む機会が多くなったこ 
とで数値が上がったと考え 
られる。 

郷土の偉人等の伝 
記小説など読書の対 
象を広げる。学校と 
家庭との連携で読書 
量を増やしたい。 

委員会中心に，おすすめ 
の本を紹介するなどして， 
本の対象を広げることで， 
本が読みたくなるような環 
境をつくる。 

人とかかわる力

の育成 

・定期的なたてわり活動を実施し， 
異学年集団とのかかわりを深める。 
・学級・学年集団のかかわりを深 
めるために，エンカウンター活動 
を学年でも取り入れる。 

Ａ 

９月からの取り組みとな 
り回数は，例年より減って 
しまったが，委員会や高学 
年を中心に，異学年集団と 
のかかわりを深めることが 
できた。 

 人とのかかわりは 
大切なことであるの 
で，これからもたて 
わり活動を継続した 
い。 

異学年集団とのかかわり 
が深められるように，たて 
わり活動での内容等を（委 
員会と協力して）考える。 

いじめに対する

意識の高い子の

育成 

・道徳の年間指導計画に沿った授 
業や，いじめ・思いやりについて 
の内容を取り扱った授業を実践し，
道徳的心情を高めていく。 

Ａ 

いじめはいけないという 
意識が少しずつ高まってい 
る。道徳の授業では，学年 
で共通のテーマを決めて取 
り組むことができた。 

 日々の生活の中か 
ら思いやる心を育て 
ていきたい。上級生 
と下級生とのかかわ 
りも大切である。 

道徳の授業だけでなく， 
教育活動全体で思いやり・ 
いじめについての内容を取 
り扱った授業を実践してい 
く。 

じ
ょ
う
ぶ
な
身
体 

基本的な生活習

慣の定着 

・元気カード，学年だよりや保健 
だよりで家庭にはたらきかけ，「早 
寝早起き朝ごはん」を励行する。 

Ｃ 

Ｂ 

コロナで，家にいること 
が多かったため，生活リズ 
ムが崩れた。学校での指導 
を，感染予防に重点を置い 
たため，数値が低くなった。 

Ｂ 

 家庭への配付物な 
どで呼びかけをし， 
家庭と連携して取り 
組む必要がある。 

学期に一度はげんき週間 
を実施し，長期休み後に生 
活習慣を見直す取り組みを 
する。 

粘り強く運動に

取り組む子の育

成 

・運動場にチャレンジコーナーを 
つくり，外遊びを奨励する。 Ｂ 

コロナの影響や暑さ対策 
で，外へ行く機会が減り， 
遊びの内容が制限されてし 
まった。 

部活動がなくなり， 
体力低下が心配であ 
る。遊具が少ないが， 
外遊びで体も心も大 
きく育ってほしい。 

チャレンジコーナー（モ 
ーモーチャレンジ）を推奨 
し，新しい遊び方の紹介を 
行っていく。 

安全な学校生活

の確保 

・通学団会議や見まもり隊からの
情報で問題点を把握し，指導にあた
る。 

Ｂ 

大きな事故は少なかった。
登下校では，事故につながり 
かねない行動も見られる（特 
に低・中学年）。「安全＝けが 
がなかった」という基準での 
評価になってしまった。 

登校時は通学団で 
まとまっているが， 
下校時，低学年だけ 
になると心配である。
危険箇所もふまえ指 
導したい。 

通学団会を行えなかった 
ため，登下校の安全を見直 
す機会が減ってしまった。 
安全意識を高める取り組み 
をしていく。 

・委員会活動で校内表示を作成，掲
示し，校内で安全に生活できる環境
を整える。 
・学級活動で室内での過ごし方に
ついて話し合い，意識を高める。 

Ｂ 
委員会の取り組みで右側通 

行の意識が高まったこともあ 
り，全体的には数値が上がっ
た。 

委員会の新たな試 
みがよかった。落ち 
着いた学校生活が送 
れるようにしたい。 

ルールを守れていない児 
童が目だつので，廊下のラ 
インの整備や，廊下を走ら 
ない意識を高める活動をす 
る。 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

子ども一人一人

に合った対応 

・生活サポート全体会を月に 1回 
実施しする。 
・必要に応じて臨時の生活サポー 
ト委員会や情報交換会を開催する。 
・個人面接を伴う生活アンケート 
を年３回，いじめアンケートを月 
１回実施する。 

Ａ 

Ａ 

年度当初の情報交換会を密 
にしたことや生活サポート委 
員会などの定期的な情報交換 
が有効であった。 

Ａ 

 情報交換が大事で 
ある。アンケートも 
続けていくことで， 
児童の様子をきめ細 
かくみていきたい。 

年度当初の情報交換会
や生活サポート委員会な
どの定期的な情報交換を
次年度も継続する。 

地域・保護者と

ともに行う教育

活動 

・クラブ活動や活動型授業におけ 
るゲストティーチャー，お手伝い 
ボランティアなどとして，地域や 
保護者へ幅広い招聘や参加の呼び 
かけをする。 
・教育活動に協力いただいた地域 
の方との活動内容をワークシート 
や写真などのデータで引き継いで 
いく。 

Ｂ 

コロナの影響で，クラブ活 
動は講師を招かずに行った。
また，授業におけるお手伝い 
ボランティアの招聘もできな 
かったため，教職員の評価が 
大きく下がっていると考えら 
れる。 

１年の見通しをた 
て年間計画に入れた 
ことがよかった。コ 
ロナで難しかったが，
落ち着いたら，また 
始めてほしい。 

コロナ禍でも地域の方
と関われるように，映像資
料などを取り入れること
も考えていく。 

家庭や地域への

積極的な情報発

信 

・学校の様子を知らせるＨＰのア
ドレスやブログのアドレス，ＱＲコ
ードを学校だよりに掲載し，家庭や
地域に広く知らせていく。 
・学校だより，学年だよりの定期的
な刊行とメール配信による効果的
な情報発信を行う。 

Ａ 

休校中でホームページを活 
用する保護者が増えた。その 
ため，学校が始まってからも 
見ていただけるようになっ 
た。 

 メール配信は，す 
ぐに情報が入ってく 
るのでよい。 

もっと多くの保護者に見 
てもらうために，メール配 
信の中に，学校ホームペー 
ジの URL を載せるなど， 
さらに方策を考える必要が 
ある。 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


